
コード

記入日：

平成 年度

　

　

H 22 ～ H 22

① 林業体験施設

② 搾油体験機械等

③ 森林学習歩道

①

②

7,000 7,000

402070103コード

人 件 費 単 価 千円 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000

従 事 職 員 数 人 1.0 1.0

千円 7,000 7,000

一 般 財 源 千円 17,250 17,250

そ の 他 千円

起 債 千円 37,500 37,500

県 補 助 金 千円 24,488 24,488
Ｃ
の
財
源
内
訳

国 補 助 金 千円

直接事業費 A 千円 72,238 72,238

総事業費Ｃ　（A+B） 千円 79,238 79,238

2,440 2,440 2,440 2,440

成果指標

名 利用者数 2,440 2,440

森林学習歩道 1

式 搾油体験機械等 1

単位
全体計画

「つばき香り豊かな海と歴史文化を育む自立するしま」と将来像にうたわれて
いるように本町には多数のつばきが自生し、その用材から実に至るまで利用
されてきた。今ではその利用方法は、わずかな地区の高齢者が実施している
にすぎない。この伝統ある生活の知恵を体験椿林から加工まで一貫して学べ
る施設を整備し、地元青少年はもとより住民から観光客まで多くの人に学び
体験し本町の文化の一端を感じていただきたい。

③

利用者数

（成果指標名称） （成果指標数値） （指標積算根拠） （目標達成年度）

対象：誰、何を対象にしているのか 対象指標：対象の大きさを表す指標

目的：何をしたいのか 成果指標：目的の達成度を表す指標

（目標達成年度）

事業の概要：具体的なやり方、手順、詳細を記入 活動指標：事務事業の活動量を表す指標

１棟　214㎡
林業体験施設　木造瓦葺平屋 １棟 214㎡
　　搾油体験機械等　1.0式　　炭焼き体験施設　1.0式
森林学習歩道　L=130m　W=1.2m

関連計画 新上五島町つばき産業振興計画（つばきアイランドプラン） 法令・条例規則等

事務事業コード 4020701 細目コード

2

基本事業コード 40207 目コード 2

施策コード 402 項コード

犬塚忠生担当者

年度

平成２８年度以降

総合計画の位置付け 財務会計の位置付け

政策コード 4 款コード 6

22

～ 平成平成 22 年度

402070103

事業種類 単年度事業

事業期間

評価対象事業名称 教育の森整備事業

作成年度

課コード 115

H22.5.28

（活動指標名称） （活動指標数値） （指標積算根拠）

1.0式

事 務 事 業 事 前 評 価 表
課　名 農林課

課長名 田本耕一

22

内
訳

人件費　B

平成２２年度 平成２３年度

活動指標

棟 林業体験施設 1

ｍ

L=130m W=1.2m
整備歩道延長・幅
員

平成２２年度

平成２２年度

平成２２年度

整備施設１棟

整備予定機器等

2,440名／年
年間利用計画者
数

平成２３年度

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

政 策 名 称

施 策 名 称

基本事業名称

事務事業名称

自立する産業の育成、雇用の確保

農林業の振興

森林の公益的機能の維持増進

みどり思想の啓蒙普及事業費

（対象指標１）

（対象指標２）

2,440名/年（対象１）

（対象２）

青少年，町民，観光客

計画（PLAN) 

実施（DO) 



　

３次

※３次評価については、住民等の意見があった場合にのみ、再公表するものとする。

  

町の対応

 

● ●

住民等の意見

   事業内容を見直して事業を実施する

次年度以降に計画どおり実施する

次年度以降に計画を見直して実施する

次年度以降に類似事業と整理統合して実施する

  類似事業と整理統合して実施する

事業費を増額して事業を実施する

計画どおりに事業を実施する

１次 ２次

   

事業採択結果

１次 ２次 ３次

  

 

２次評価
町つばき産業振興計画（つばきアイランドプラン）に基づき、計画どおり事業を進めること。なお、施設整備にあたっては産業再生
推進本部、観光物産課等、関係課との連携により進めていくこと。

評価項目 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容

１
次
評
価

事業の緊急性・必
要性

つばきによるまちおこし事業「つばきアイランドプラン」の一環であり疲弊しつつある本町経済及び町民意識の活性化のために必
要な事業である。

類似事業との関連 単一事業である。

費用対効果
施設の整備を図ることにより、いつでも誰でも気軽に椿油搾油体験及び椿炭焼体験ができ、椿文化の継承と森林環境教育の充実
を図るものである。

  当分の間は実施しない 事業費を減額して事業を実施する

評価（CHECK) 


